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行政の矛盾を衝く、解釈論・立法論からの提言書。【地方公共団体は国を訴えることができない、

行政側はいつでも理由を変更できるという理論の排斥、行政訴訟の訴訟手数料は算定不能や当

事者訴訟における仮処分禁止は違憲との解釈。弁護士費用敗訴行政片面的負担や公益訴訟原告

勝訴報奨金、行政訴訟原告勝訴判決・決定の強制執行などの提案、瀕死の住民訴訟の再生策等】

解釈論・立法論からの提言
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本書の内容 

第１部 遺言総論・判例 

 第１章 遺言実体法 

 第２章 遺言手続法 

 第３章 遺言に関する重要判例（裁判例） 

 

 

 

第２部 遺言各論・条文・文例・執行 

 第１章 法定相続の原則の修正 

 第２章 遺贈・特定財産承継遺言 

 第３章 相続以外の行為 

 第４章 身分関係行為 

 第５章 遺言執行行為

『はしがきから抜粋』 

遺言の作成については，関連書籍が数多く出版されており，インターネット上でも文例検

索が可能な時代となっています。一般的な遺言書を作成する場合には，それらの情報を活用

すれば足りるだろうと思います。しかし，遺言事項は，民法だけでなくさまざまな法令に基

づいて多岐にわたっています。それにもかかわらず，書籍やネットで公開されている遺言文

例は，案外一般的な範囲に止まっているものが多いように思われます。 

そうだとすると，遺言に凝った内容を盛り込みたいとか，遺言に特殊な条項を入れて工夫

したいとか，遺言者の希望に対応するための遺言文例としては，より広く遺言条項例を検討

しておいたほうがいいのではないかと思います。そのため，本書では，現在の法令に定めら

れている遺言事項すべてについて条項例を示すこととしました。 

民法が定める遺言事項の中には，それほど頻繁には活用されないであろうというマイナー

な事項も多数存在していますが，それほど頻繁には活用されないであろうとはいえ，民法が

定めている遺言事項なのですから，その活用を検討してみるのも悪くないだろうと思います。

そのような観点から，本書では，マイナーな遺言事項も条項例として掲載することとしまし

た。 
    

新刊書 

適切な遺言執行のための実務指針! 
 

●遺言内容に沿った遺言執行者の職務権限と義務を整理して解説！ 

●民法及び他の法令に規定されている遺言事項すべてに関する 125の遺言条 

 項例を掲載！ 

●必須の重要判例・裁判例を漏らさず盛り込む！ 
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　弱者や消費者のために闘って、社会を大きく変えてきた１人の弁護士の生き様と挑戦の軌跡！
本書は、被害救済に向けた武器としての法律の使い方、訴訟での主張・立証方法、仮処分の活用
方法や法律家以外の方々との共闘の方法など、法律・制度改正に向けた運動・取組みに関する長
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責任」との用語が民法上なくなり、新たに「契約不適合責任」として規定されるなど大きな変更があった令和２年
施行の民法（債権法）改正に対応させて改定された住宅建築工事請負契約約款（モデル）の逐条解説書の最新版！

2022年
８月８日刊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書籍名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書籍名

消費者のための家づくりモデル約款の解説
〔第３版〕

第１章 手続の概要と受任時の留意点

第２章 再生手続開始の申立て

第３章 再生手続の開始

第４章 再生債権の調査・財産の評定

第５章 再生計画の認可手続

第６章 住宅資金貸付債権に関する特則

第７章 個人再生委員の職務

《参考資料１》 〈座談会〉債務整理事件に関する個人民事再生事件の選択と手続進行の流れ
《参考資料２》 民事再生規則にもとづく住宅資金特別条項手順例・参考例について〈全国銀行協会〉
《付録》 給与所得者等再生のための最低生活費算出の手引【第２版】

第１部 基礎知識編
第１章 はじめに
第２章 建築請負契約の基礎知識
第２部 モデル約款の逐条解説
第１章 総則（１条～１３条）
第２章 建築工事の遂行（１４条～２１条）
第３章 検査・引渡（２２条～２４条）
第４章 契約の変更・違反・責任（２５条～３０条）
第５章 紛争の解決（３１条）
第６章 付則（３２条）

個人民事再生の実務〔第４版〕

社会を変えてきた弁護士の挑戦
─不可能を可能にした闘い─

第１章 原点──「借金で死ぬな！」
１ サラ金被害との出会い／２ 救えなかった命／３ 借金は人の命の問題／４ ２人の運動家──木村達也弁護士、宇都宮健児弁護士
第２章 仲間とともに

１ 実務家弁護士の武器──仮処分と仮差押え（1992年、1995年、2003年）／２ 消費者金融被害対策・高金利引き下げ運動（1998年～2006年）／

３ 大規模クレジット事件と法改正（1997年～2009年）／４ 弁護士報酬敗訴者負担反対運動／５ 司法修習生の給費制復活に向けた闘い／

６ 貧困問題／７ 2011年・東日本大震災への取組など──二重ローン対策の実現／８ 優生保護法被害／
９ 社会運動が世の中を変える──菅井さんとの思い出 10 不思議なご縁──仙台修習・牧原秀樹衆議院議員／11 我が弁護士活動を俯瞰して

第３章 新里宏二弁護士との思い出
・縁は異なもの味なもの／・スーとやるんだ／・仕事と人生で大事なことはすべて新里先生に教えてもらった／・今の私をつくった実務修習

・濃密な３カ月の弁護修習／・新里・鈴木法律事務所での３年間／・新里先生と私／・新里先生と挑んだ裁判員裁判／・家庭人としての新里宏二
番外編──我が永遠の邪馬台国

第３部 そのまま使えるひな型集
【ひな型１】 建築請負契約書
【ひな型２】 住宅建築工事請負契約約款（モデル）
【ひな型３】 請負代金内訳明細書
【ひな型４】 契約不適合補修方法一覧表


